（変更箇所の見え消し）

【住居衛生（シックハウス等）調査実施マニュアル】
１　シックハウス症候群等に関する相談等があった場合、相談者等からの聞き取り調査を実施し、受付時等で改善策を提案できる場合は、その時点において改善策を口頭で指導する。経過については「生活環境相談受付簿」（別紙１）に記載する。
　　（参考）住居衛生に関する相談事例
・新築住宅であり、使用建材等による化学物質の影響が懸念される場合
・住宅内での建築構造や住まい方により、室内空気環境や化学物質の汚染が懸念される場合
・給水設備の関係から飲料水の影響が懸念される場合
・住宅内での建築構造や住まい方により、ねずみ、ダニ、衛生害虫、カビ等の影響が懸念された場合
２　受付段階で、聞き取りや持ち込まれた資料等で改善策が見出せない場合、又はその他必要と判断される場合は、現場における聞き取り及び測定等の調査を実施する。
　　この場合、「住居衛生（シックハウス等）調査申込書」（別紙２）の提出を求めるとともに必要に応じ、居住環境の状況、健康面に関する状況も併せて相談者等に記載・提出を求める。
３　相談者等から、「住居衛生（シックハウス等）調査申込書」（別紙２）を受け付けた場合、相談内容から住居調査の進め方の検討を行う。
４　現場調査（状況・測定等）を行う場合、相談者等に調査内容と調査方法、データの取扱い等について十分説明し、了解を得た後、調査日時を決定し、「住居衛生（シックハウス等）調査票」（別紙３）により必要な調査、測定検査を実施する。現場調査測定にあたっては、建築年数、建築構造、換気システム、家具の材質、接着剤、防虫剤の使用等について充分留意し実施する。
　　（参考）ホルムアルデヒドの主な要因
　　　　　　　合板、ボード板、加工壁紙類、壁紙施工用澱粉系接着剤、カーテン等
　　　　　　その他化学物質の主な要因
　　　　　　　塗装溶剤、接着剤、殺虫剤、防虫剤等
５　調査結果等に基づき、種々の要因について検討するとともに必要に応じ関係機関の意見も取り入れて所見等をまとめる。
６　調査結果等に基づき、「住居衛生（シックハウス等）調査結果」（別紙４）として、相談者に情報提供し、適切な改善指導を実施する。
　　（参考）原因物質の除去、換気の励行、換気システムの改善、掃除の励行、住まい方の改善等
７　調査を実施した住居について、指針値を超える場合、継続して改善状況等について情報を収集する。
８　調査結果について、「住居衛生（シックハウス等）調査票」（別紙３）の写しを速やかに生活衛生課に送付する。
９　当該制度を運用していく上で、制度上改善検討すべき点が発生した場合は、生活衛生課と協議するとともに、必要に応じ「大阪市住居衛生連絡検討委員会」に諮問し、当該制度の充実を図る。
